
アンケートの意見から       2025年19週 

やさいニュースでは皆さんにアンケートでのご協力をお

願いしています。お届けした野菜の品質の良し悪しの評

価と苦情は生産者に返します。やさいＢＯＸへの意見、苦

情は、この紙面で紹介していきます。皆さんの意見を元

に生産者共々、より満足していただけるやさいＢＯＸを目

指します。  

◆先日、伊賀有機の春祭りに参加させてもらい

ました。春が始まったばかりですのに生産者の

方々はすでに真っ黒に焼けておられて、それだ

けで日々のお仕事の大変さが伺えました。今回

は３度目の畑見学に参加しました。毎回案内し

て下さる方が変わるので色々な方の話が聞けて、

色々な畑が見られて面白いです。暑さや獣被害

のお話を聞いて、聞くだけの立場ですが、途方に

暮れました。街で暮らしているよりも自然に近

い分、地球環境の影響が如実に現れるんですね。

自分たちの生活を見直すことが生産者さんへの

協力の一つになると思いました。 上鳥羽 ミニ 

◆キャーッ、ちょっと聞いて奥さん！状態で並べ

て写メして計量して友人各方面に LINE で拡散し

ちゃいました‼ミニセットの大根 692ｇ、スタン

ダードセットのブロッコリー782ｇ、目を疑うほ

どにデカいブロッコリーが届いて大変盛り上がり

ました。茎がかたそう…と思ったけど、少し強めに

ゆがいたら、薄皮をめくるだけで美味しく食せま

した。たくさん食べられて得した気分でした。 

             上鳥羽 スタンダード 

◆レタス、届いた時から外葉がしなしなで、あちこ

ち茶色くなっていました。めくってもめくっても

茶色が点在していて 2/3ほど食べられませんでし

た。２つの内１つが酷かったです。門真 分け合い 

やさい BOX は、「栽培期間中は化学合成農薬、化学肥料は不使用で作られた野菜」のおまかせセットです。産地の旬に合わせた野菜をお届けしています。 

『やさいBOXの生い立ちと経過』 

「無農薬の野菜が食べたい！」という組合員の声と 

「旬なら農薬は必要ない！」という生産者の声から生まれました。 
 

「野菜」は毎日の食生活の中で決して欠かす事のできない食べ物です。スーパーの陳列を見ても 

入口を入ったすぐの所に野菜類が並べられており、献立のベースになっている事がわかります。 

野菜は毎日のように口にする食べ物で、特に生で食べる機会も多いですから「農薬のかかってい

ない野菜が食べたい」と考えます。そこで、私たちは「栽培期間中は化学合成農薬、化学肥料は不

使用で作られた野菜」を手に入れたいと考えました。 
 

しかし、そのような野菜は一般には非常に高価です。たまに買う位であれば良いですが、 

毎日という事であればいくらものが良くても買い続ける事が出来ません。組合員が利用し 

続けられなければ意味がないのです。そこで、組合員が利用し続けられる金額にする為の 

試行錯誤がはじまりました。 
 

生産者との話の中で「旬を外さなければ基本的に農薬はいらない。時期外れに無理やり野菜をつく

るから農薬が必要になる。」という事を聞き、各産地に「いつ、何が農薬を使わないでつくれるの

か？どれ位作れるのか？」をリストアップしてもらいました。それを元に作付け計画を立てる事に

なりました。また、「計画数の全量引取り」と「おまかせセット」でロスを無くし、安定した引取り

が出来る様に「登録制」を導入する事でリーズナブルな価格を実現しました。 
 

この様な取り組みにより、「栽培期間中、化学合成農薬や化学肥料を使わない野菜」を安く手に入れ

る事のできる「やさい BOX のシステム」が２００２年に誕生しました。また、数年後には組合員

へ一斉に※アンケートを取り、その結果を作付け計画に反映させました。その後は、組合員から提

出される生産者カードの意見を積極的に取り入れ、それを作付け計画に 

反映させる事で組合員が自ら作り上げてきた「やさい BOX」へとなっています。 

これからも組合員の声である「生産者カード」の意見を参考にし、今後に 

活かしていきます。（生産者カードの提出をお願いします！！） 
 

※アンケート 

・「ほしい野菜」「いらない野菜」「必要な数量」「必要な頻度」等のアンケートを全組合員対象に行いました。

また、「青菜は何束まで配達可能か」「全体の量は適正か」「珍しい野菜を望むか」等のアンケートをやさい

BOX登録者を対象に行いました。 


